
感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 1 - - - 1 -

定当 3～1 0.04 - - - 0.20 -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 108 20 5 3 31 49

定当 20～12 4.50 2.50 1.25 1.50 6.20 9.80

累積 1 - - - - 1

定当 2～1 1 0.04 - - - - 0.20

累積 27 5 - - 1 21

定当 5～2 1.13 0.63 - - 0.20 4.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 6 - 1 - 1 4

定当 0.25 - 0.25 - 0.20 0.80

累積 19 4 1 - - 14

定当 6～2 0.79 0.50 0.25 - - 2.80

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 - - … 1 -

定当 8～4 0.11 - - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 1 - 1 - - -

定当 0.10 - 0.50 - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年27週(07月04日～07月10日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 4.50 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 9.80 ／定当
手足口病 1.13 ／定当 手足口病 甲府市 4.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年07月14日作成2022年27週(07月04日～07月10日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　感染性胃腸炎は、甲府市保健所と富士・東部保健所管内で、引き続きやや多い報告数となっています。調理や食事の前はもちろんのこと、帰宅
時やトイレの後など、日常生活でのこまめな手洗いを心がけましょう。
　手足口病、ヘルパンギーナはやや増加しており、特に甲府市保健所管内で多い状況です。いわゆる夏かぜの代表的なウイルス性疾患で、子供
を中心に夏季に流行します。感染予防のため、手洗い、うがいを心がけ、タオルの共用は避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 2 - - - 2 -

定当 3～1 0.08 - - - 0.40 -

累積 1 - - - 1 -

定当 8～4 0.04 - - - 0.20 -

累積 101 15 - 3 35 48

定当 20～12 4.21 1.88 - 1.50 7.00 9.60

累積 3 - - 1 2 -

定当 2～1 1 0.13 - - 0.50 0.40 -

累積 44 5 8 - 4 27

定当 5～2 1.83 0.63 2.00 - 0.80 5.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 1 - - - 3

定当 0.17 0.13 - - - 0.60

累積 36 3 5 1 1 26

定当 6～2 1.50 0.38 1.25 0.50 0.20 5.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 - - - … - -

定当 8～4 - - - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年28週(07月11日～07月17日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 4.21 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 9.60 ／定当
手足口病 1.83 ／定当 手足口病 甲府市 5.40 ／定当
ヘルパンギーナ 1.50 ／定当 ヘルパンギーナ 甲府市 5.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　感染性胃腸炎は、甲府市保健所と富士・東部保健所管内で、引き続きやや多い報告数となっています。調理や食事の前はもちろんのこと、帰宅
時やトイレの後など、日常生活でのこまめな手洗いを心がけましょう。
　手足口病はやや増加しており、甲府市保健所管内で警報レベルになりました。手足口病は、ウイルスの感染によって口の中や、手足などに水
疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染経路は、飛沫感染、接触感染、糞口感染（便の中に排泄されたウイル
スが口に入って感染すること）が知られており、比較的長い期間、便からウイルスが排泄されることがあります。感染予防のため、十分な手洗いを
心がけ、タオルの共用は避けましょう。
　ヘルパンギーナは増加しており、特に甲府市保健所管内で報告数が多くなっています。手足口病と同様に、いわゆる夏かぜの代表的なウイル
ス性疾患で、子供を中心に夏季に流行します。感染予防のため、手洗い、うがいを心がけ、タオルの共用は避けましょう。

【警報】手足口病（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年07月21日作成2022年28週(07月11日～07月17日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 4 - 3 - 1 -

定当 0.17 - 0.75 - 0.20 -

累積 2 2 - - - -

定当 3～1 0.08 0.25 - - - -

累積 1 - - - 1 -

定当 8～4 0.04 - - - 0.20 -

累積 62 17 - 1 16 28

定当 20～12 2.58 2.13 - 0.50 3.20 5.60

累積 1 1 - - - -

定当 2～1 1 0.04 0.13 - - - -

累積 49 19 4 3 12 11

定当 5～2 2.04 2.38 1.00 1.50 2.40 2.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 - 1 1 1 1

定当 0.17 - 0.25 0.50 0.20 0.20

累積 50 6 8 - 4 32

定当 6～2 2.08 0.75 2.00 - 0.80 6.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 1 - … - -

定当 8～4 0.11 0.33 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年29週(07月18日～07月24日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.58 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.60 ／定当
ヘルパンギーナ 2.08 ／定当 ヘルパンギーナ 甲府市 6.40 ／定当
手足口病 2.04 ／定当 手足口病 富士・東部 2.40 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　手足口病は甲府市保健所管内で警報レベルが継続しており、中北保健所管内、富士・東部保健所管内でも報告数が多くなっています。手足口病は、ウ
イルスの感染によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染経路は、飛沫感染、接触感染、
糞口感染（便の中に排泄されたウイルスが口に入って感染すること）が知られており、比較的長い期間、便からウイルスが排泄されることがあります。感染
予防のため、十分な手洗いを心がけ、タオルの共用は避けましょう。
　ヘルパンギーナは報告数が増加しており、甲府市保健所管内で新たに警報レベルになりました。発熱と口腔粘膜にあらわれる水疱性の発疹を特徴とし
た急性のウイルス性咽頭炎で、乳幼児を中心に夏季に流行します。予防には感染者との密接な接触を避け、うがいや手洗い、手指の消毒を励行すること
が重要です。
　夏休み期間に入りました。海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。詳しくは、やまなし
感染症ポータルサイト内の関連リンク（厚生労働省、検疫所ホームページ）を参考にしてください。

【警報】手足口病（甲府市保健所管内）、ヘルパンギーナ（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年07月28日作成2022年29週(07月18日～07月24日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 8 3 - - 1 4

定当 0.33 0.38 - - 0.20 0.80

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 53 11 - - 20 22

定当 20～12 2.21 1.38 - - 4.00 4.40

累積 2 2 - - - -

定当 2～1 1 0.08 0.25 - - - -

累積 62 15 5 4 11 27

定当 5～2 2.58 1.88 1.25 2.00 2.20 5.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 5 - 1 - 2 2

定当 0.21 - 0.25 - 0.40 0.40

累積 46 6 7 - 2 31

定当 6～2 1.92 0.75 1.75 - 0.40 6.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 - - … - 1

定当 8～4 0.11 - - … - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年30週(07月25日～07月31日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
手足口病 2.58 ／定当 手足口病 甲府市 5.40 ／定当
感染性胃腸炎 2.21 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 4.40 ／定当
ヘルパンギーナ 1.92 ／定当 ヘルパンギーナ 甲府市 6.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

 　手足口病は甲府市保健所管内で警報レベルが継続しており、峡南保健所、富士・東部保健所管内でも報告数が多くなっています。手足口病
は、ウイルスの感染によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染経路は、飛沫感
染、接触感染、糞口感染（便の中に排泄されたウイルスが口に入って感染すること）が知られており、比較的長い期間、便からウイルスが排泄さ
れることがあります。感染予防のため、十分な手洗いを心がけ、タオルの共用は避けましょう。
   ヘルパンギーナは甲府市保健所管内で警報レベルが継続しています。発熱と口腔粘膜にあらわれる水疱性の発疹を特徴とした急性のウイル
ス性咽頭炎で、乳幼児を中心に夏季に流行します。予防には感染者との密接な接触を避け、うがいや手洗い、手指の消毒を励行することが重要
です。
 　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。詳しくは、やまなし
感染症ポータルサイト内の関連リンク（厚生労働省、検疫所ホームページ）を参考にしてください。

2022年08月04日作成2022年30週(07月25日～07月31日)

伝染性紅斑

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 17 1 1 - 6 9

定当 0.71 0.13 0.25 - 1.20 1.80

累積 1 1 - - - -

定当 3～1 0.04 0.13 - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 76 8 - 1 16 51

定当 20～12 3.17 1.00 - 0.50 3.20 10.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 62 17 4 4 6 31

定当 5～2 2.58 2.13 1.00 2.00 1.20 6.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 6 - - - - 6

定当 0.25 - - - - 1.20

累積 56 7 3 1 2 43

定当 6～2 2.33 0.88 0.75 0.50 0.40 8.60

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 - - - … - -

定当 8～4 - - - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年31週(08月01日～08月07日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 3.17 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 10.20 ／定当
手足口病 2.58 ／定当 手足口病 甲府市 6.20 ／定当
ヘルパンギーナ 2.33 ／定当 ヘルパンギーナ 甲府市 8.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　RSウイルス感染症は、富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内で報告数が増加しています。
　手足口病は甲府市保健所管内で警報レベルが継続しており、中北保健所管内、峡南保健所管内でも報告数が多くなっています。手足口病は、ウイルスの感染
によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染経路は、飛沫感染、接触感染、糞口感染（便の中に排
泄されたウイルスが口に入って感染すること）が知られており、比較的長い期間、便からウイルスが排泄されることがあります。感染予防のため、十分な手洗いを
心がけ、タオルの共用は避けましょう。
   ヘルパンギーナは甲府市保健所管内で警報レベルが継続しています。発熱と口腔粘膜にあらわれる水疱性の発疹を特徴とした急性のウイルス性咽頭炎で、乳
幼児を中心に夏季に流行します。予防には感染者との密接な接触を避け、うがいや手洗い、手指の消毒を励行することが重要です。
 　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。詳しくは、やまなし感染症ポータルサ
イト内の関連リンク（厚生労働省、検疫所ホームページ）を参考にしてください。

【警報】手足口病（甲府市保健所管内）、ヘルパンギーナ（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年08月12日作成2022年31週(08月01日～08月07日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 13 - - - 4 9

定当 0.54 - - - 0.80 1.80

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 53 11 1 - 12 29

定当 20～12 2.21 1.38 0.25 - 2.40 5.80

累積 1 - 1 - - -

定当 2～1 1 0.04 - 0.25 - - -

累積 39 - 4 - 13 22

定当 5～2 1.63 - 1.00 - 2.60 4.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 22 - 2 - 4 16

定当 6～2 0.92 - 0.50 - 0.80 3.20

累積 1 - - - 1 -

定当 6～2 3 0.04 - - - 0.20 -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 4 - - … 4 -

定当 8～4 0.44 - - … 2.00 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年32週(08月08日～08月14日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.21 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.80 ／定当
手足口病 1.63 ／定当 手足口病 甲府市 4.40 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年08月18日作成2022年32週(08月08日～08月14日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　手足口病は甲府市保健所管内で警報レベルが継続しており、富士・東部保健所管内でも報告数が多くなっています。手足口病は、ウイルスの
感染によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心
がけ、タオルの共用は避けましょう。
   ヘルパンギーナは甲府市保健所管内で警報レベルが継続しています。発熱と口腔粘膜にあらわれる水疱性の発疹を特徴とした急性のウイル
ス性咽頭炎で、乳幼児を中心に夏季に流行します。予防には感染者との密接な接触を避け、うがいや手洗いを励行することが重要です。
 　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。詳しくは、やまなし
感染症ポータルサイト内の関連リンク（厚生労働省、検疫所ホームページ）を参考にしてください。

【警報】手足口病（甲府市保健所管内）、ヘルパンギーナ（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 2 2 - - - -

定当 30～10 10 0.05 0.15 - - - -

累積 5 - - - - 5

定当 0.21 - - - - 1.00

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 1 1 - - - -

定当 8～4 0.04 0.13 - - - -

累積 45 10 - - 10 25

定当 20～12 1.88 1.25 - - 2.00 5.00

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 30 1 4 - 7 18

定当 5～2 1.25 0.13 1.00 - 1.40 3.60

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.04 - - - - 0.20

累積 12 1 1 - 3 7

定当 6～2 0.50 0.13 0.25 - 0.60 1.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 - - … 1 -

定当 8～4 0.11 - - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年33週(08月15日～08月21日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 1.88 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.00 ／定当
手足口病 1.25 ／定当 手足口病 甲府市 3.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

　手足口病は、甲府市保健所管内で引き続き警報となっています。手足口病は、ウイルスの感染によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が
出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心がけ、タオルの共用は避けましょう。
　また、インフルエンザが、中北保健所管内で２例報告されています。
　夏休み期間中に海外旅行を予定されている方は、渡航中に感染症に罹らないよう、渡航先の感染症情報を確認しましょう。詳しくは、やまなし感
染症ポータルサイト内の関連リンク（厚生労働省、検疫所ホームページ）を参考にしてください。

【警報】手足口病（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

2022年08月25日作成2022年33週(08月15日～08月21日)

伝染性紅斑

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 10 - 2 - 1 7

定当 0.42 - 0.50 - 0.20 1.40

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 47 12 - 1 12 22

定当 20～12 1.96 1.50 - 0.50 2.40 4.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 61 12 5 - 22 22

定当 5～2 2.54 1.50 1.25 - 4.40 4.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 6 - 1 - 4 1

定当 0.25 - 0.25 - 0.80 0.20

累積 5 1 1 - 1 2

定当 6～2 0.21 0.13 0.25 - 0.20 0.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 3 1 - … 2 -

定当 8～4 0.33 0.33 - … 1.00 -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 2 - - - 2 -

定当 0.20 - - - 1.00 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年34週(08月22日～08月28日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
手足口病 2.54 ／定当 手足口病 富士・東部 4.40 ／定当

甲府市 4.40 ／定当
感染性胃腸炎 1.96 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 4.40 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年09月01日作成2022年34週(08月22日～08月28日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　手足口病は甲府市保健所管内で警報レベルが継続しており、富士・東部保健所管内でも報告数が多くなっています。手足口病は、ウイルスの
感染によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心
がけ、タオルの共用は避けましょう。
   夏休み期間中に海外へ渡航され、帰国後に発熱や下痢などの症状が出た方は、医療機関受診の際に渡航歴を必ず伝えてください。不明な点
がありましたら最寄りの保健所にご相談ください。

【警報】手足口病（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 16 1 2 - 1 12

定当 0.67 0.13 0.50 - 0.20 2.40

累積 2 - 1 - - 1

定当 3～1 0.08 - 0.25 - - 0.20

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 42 7 - 1 8 26

定当 20～12 1.75 0.88 - 0.50 1.60 5.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 67 15 14 - 22 16

定当 5～2 2.79 1.88 3.50 - 4.40 3.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 3 - - - 1 2

定当 0.13 - - - 0.20 0.40

累積 7 1 1 - 1 4

定当 6～2 0.29 0.13 0.25 - 0.20 0.80

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 3 - - … 3 -

定当 8～4 0.33 - - … 1.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年35週(08月29日～09月04日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
手足口病 2.79 ／定当 手足口病 富士・東部 4.40 ／定当
感染性胃腸炎 1.75 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　手足口病は甲府市保健所管内で警報レベルが継続しており、富士・東部保健所管内でも報告数が多くなっています。手足口病は、ウイルスの
感染によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心
がけ、タオルの共用は避けましょう。
   夏休み期間中に海外へ渡航され、帰国後に発熱や下痢などの症状が出た方は、医療機関受診の際に渡航歴を必ず伝えてください。不明な点
がありましたら最寄りの保健所にご相談ください。

【警報】手足口病（甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年09月08日作成2022年35週(08月29日～09月04日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 28 5 - - 13 10

定当 1.17 0.63 - - 2.60 2.00

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 45 7 - 1 18 19

定当 20～12 1.88 0.88 - 0.50 3.60 3.80

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 82 15 6 - 35 26

定当 5～2 3.42 1.88 1.50 - 7.00 5.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 1 - - 1 2

定当 0.17 0.13 - - 0.20 0.40

累積 12 - 1 - 7 4

定当 6～2 0.50 - 0.25 - 1.40 0.80

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 - - … 1 -

定当 8～4 0.11 - - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年36週(09月05日～09月11日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
手足口病 3.42 ／定当 手足口病 富士・東部 7.00 ／定当
感染性胃腸炎 1.88 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 3.80 ／定当
ＲＳウイルス感染症 1.17 ／定当 ＲＳウイルス感染症 富士・東部 2.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年09月15日作成2022年36週(09月05日～09月11日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　手足口病は富士・東部保健所管内で新たに警報レベルとなりました。また、甲府市保健所管内では警報レベルが継続しています。手足口病は、
ウイルスの感染によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な
手洗いを心がけ、タオルの共用は避けましょう。
　RSウイルス感染症は患者報告数が増加しており、甲府市保健所管内、富士・東部保健所管内で顕著です。RSウイルス感染症は新生児や6ヶ月
以内の乳児、先天性心疾患や肺に基礎疾患のあるお子さんが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が必
要です。
　夏休み期間中に海外へ渡航され、帰国後に発熱や下痢などの症状が出た方は、医療機関受診の際に渡航歴を必ず伝えてください。不明な点
がありましたら最寄りの保健所にご相談ください。

【警報】手足口病（富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1 - 1 - - -

定当 30～10 10 0.02 - 0.14 - - -

累積 37 3 - - 10 24

定当 1.54 0.38 - - 2.00 4.80

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 8～4 0.04 - - - - 0.20

累積 47 10 - 2 13 22

定当 20～12 1.96 1.25 - 1.00 2.60 4.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 55 5 6 1 24 19

定当 5～2 2.29 0.63 1.50 0.50 4.80 3.80

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 - 2 - - 2

定当 0.17 - 0.50 - - 0.40

累積 9 2 1 - 1 5

定当 6～2 0.38 0.25 0.25 - 0.20 1.00

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 3 2 - … 1 -

定当 8～4 0.33 0.67 - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年37週(09月12日～09月18日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
手足口病 2.29 ／定当 手足口病 富士・東部 4.80 ／定当
感染性胃腸炎 1.96 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 4.40 ／定当
ＲＳウイルス感染症 1.54 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 4.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　手足口病は富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内で警報レベルが継続しています。手足口病は、ウイルスの感染によって口の中や、手足
などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心がけ、タオルの共用は避けま
しょう。
　RSウイルス感染症は患者報告数が増加しており、甲府市保健所管内で顕著です。RSウイルス感染症は新生児や6ヶ月以内の乳児、先天性心
疾患や肺に基礎疾患のあるお子さんが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が必要です。
　今シーズン初となるインフルエンザの報告が1例、峡東保健所管内でありました。今後の推移に注意が必要です。
　夏休み期間中に海外へ渡航され、帰国後に発熱や下痢などの症状が出た方は、医療機関受診の際に渡航歴を必ず伝えてください。不明な点
がありましたら最寄りの保健所にご相談ください。

【警報】手足口病（富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内）
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年09月22日作成2022年37週(09月12日～09月18日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 34 5 3 2 10 14

定当 1.42 0.63 0.75 1.00 2.00 2.80

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 31 10 - - 4 17

定当 20～12 1.29 1.25 - - 0.80 3.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 21 10 - 1 5 5

定当 5～2 0.88 1.25 - 0.50 1.00 1.00

累積 3 - - - 3 -

定当 2～1 0.13 - - - 0.60 -

累積 4 1 1 - 1 1

定当 0.17 0.13 0.25 - 0.20 0.20

累積 2 - - - - 2

定当 6～2 0.08 - - - - 0.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 3 3 - … - -

定当 8～4 0.33 1.00 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年38週(09月19日～09月25日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
ＲＳウイルス感染症 1.42 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 2.80 ／定当
感染性胃腸炎 1.29 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 3.40 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

　RSウイルス感染症は、県全体の報告数が先週に引き続き多く、横ばい状況です。RSウイルス感染症は新生児や6ヶ月以内の乳児、先天性心疾
患や肺に基礎疾患のあるお子さんが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が必要です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

2022年09月29日作成2022年38週(09月19日～09月25日)

伝染性紅斑

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 42 6 - - 15 21

定当 1.75 0.75 - - 3.00 4.20

累積 1 - - - 1 -

定当 3～1 0.04 - - - 0.20 -

累積 1 - - - 1 -

定当 8～4 0.04 - - - 0.20 -

累積 39 12 - - 7 20

定当 20～12 1.63 1.50 - - 1.40 4.00

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 19 4 1 - 7 7

定当 5～2 0.79 0.50 0.25 - 1.40 1.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 6 - 3 - 2 1

定当 0.25 - 0.75 - 0.40 0.20

累積 2 - 1 - - 1

定当 6～2 0.08 - 0.25 - - 0.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 2 - … - -

定当 8～4 0.22 0.67 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年39週(09月26日～10月02日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
ＲＳウイルス感染症 1.75 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 4.20 ／定当
感染性胃腸炎 1.63 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 4.00 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

　RSウイルス感染症は、県全体の報告数が継続して多く、富士・東部保健所管内及び甲府市保健所管内で患者報告数が増えています。RSウイ
ルス感染症は新生児や6ヶ月以内の乳児、先天性心疾患や肺に基礎疾患のあるお子さんが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引
き起こすことがあり、注意が必要です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

2022年10月06日作成2022年39週(09月26日～10月02日)

伝染性紅斑

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 20 4 - - 4 12

定当 0.83 0.50 - - 0.80 2.40

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 45 11 5 - 7 22

定当 20～12 1.88 1.38 1.25 - 1.40 4.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 32 5 5 - 17 5

定当 5～2 1.33 0.63 1.25 - 3.40 1.00

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 3 - - - 1 2

定当 0.13 - - - 0.20 0.40

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 0.04 - - - - 0.20

累積 1 1 - - - -

定当 6～2 3 0.04 0.13 - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 - - … 1 -

定当 8～4 0.11 - - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年40週(10月03日～10月09日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 1.88 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 4.40 ／定当
手足口病 1.33 ／定当 手足口病 富士・東部 3.40 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年10月13日作成2022年40週(10月03日～10月09日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　手足口病は富士・東部保健所管内で報告数が多くなっています。手足口病は、ウイルスの感染によって口の中や、手足などに水疱性の発疹が
出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心がけ、タオルの共用は避けましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 51 13 2 1 4 31

定当 2.13 1.63 0.50 0.50 0.80 6.20

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 20 8 - - 3 9

定当 20～12 0.83 1.00 - - 0.60 1.80

累積 1 - - - - 1

定当 2～1 1 0.04 - - - - 0.20

累積 31 2 4 - 24 1

定当 5～2 1.29 0.25 1.00 - 4.80 0.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 1 - - 1 2

定当 0.17 0.13 - - 0.20 0.40

累積 1 1 - - - -

定当 6～2 0.04 0.13 - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 6～2 3 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 - - - … - -

定当 8～4 - - - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年41週(10月10日～10月16日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
ＲＳウイルス感染症 2.13 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 6.20 ／定当
手足口病 1.29 ／定当 手足口病 富士・東部 4.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

   手足口病は引き続き、やや多い患者報告数で富士・東部保健所管内が多い状況です。手足口病は、ウイルスの感染によって口の中や、手足
などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心がけ、タオルの共用は避けま
しょう。
　また、RSウイルス感染症は、患者報告数が増加傾向で、特に甲府市保健所管内で顕著です。新生児や６ヶ月以内の乳児、先天性心疾患や肺
に基礎疾患のあるお子さんが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が必要です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

2022年10月20日作成2022年41週(10月10日～10月16日)

伝染性紅斑

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 54 18 3 - 3 30

定当 2.25 2.25 0.75 - 0.60 6.00

累積 1 1 - - - -

定当 3～1 0.04 0.13 - - - -

累積 1 - - - 1 -

定当 8～4 0.04 - - - 0.20 -

累積 38 8 - - 8 22

定当 20～12 1.58 1.00 - - 1.60 4.40

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 29 4 - 1 23 1

定当 5～2 1.21 0.50 - 0.50 4.60 0.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 2 - - - - 2

定当 0.08 - - - - 0.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 1 - … - -

定当 8～4 0.11 0.33 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年42週(10月17日～10月23日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
ＲＳウイルス感染症 2.25 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 6.00 ／定当
感染性胃腸炎 1.58 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 4.40 ／定当
手足口病 1.21 ／定当 手足口病 富士・東部 4.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年10月27日作成2022年42週(10月17日～10月23日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

   RSウイルス感染症は、中北保健所管内で報告数が増加しており、甲府市保健所管内では依然として高い水準で推移しています。新生児や６ヶ
月以内の乳児、先天性心疾患や肺に基礎疾患のあるお子さんが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が
必要です。
　手足口病は、引き続きやや多い報告数で推移しており、特に富士・東部保健所管内で多い状況です。手足口病は、ウイルスの感染によって口
の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心がけ、タオルの
共用は避けましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 50 9 4 - 8 29

定当 2.08 1.13 1.00 - 1.60 5.80

累積 1 - 1 - - -

定当 3～1 0.04 - 0.25 - - -

累積 3 - 3 - - -

定当 8～4 0.13 - 0.75 - - -

累積 46 9 4 1 8 24

定当 20～12 1.92 1.13 1.00 0.50 1.60 4.80

累積 4 - 1 - 3 -

定当 2～1 1 0.17 - 0.25 - 0.60 -

累積 21 2 - - 19 -

定当 5～2 0.88 0.25 - - 3.80 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 2 1 - - - 1

定当 0.08 0.13 - - - 0.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 - - … 1 -

定当 8～4 0.11 - - … 0.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年43週(10月24日～10月30日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
ＲＳウイルス感染症 2.08 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 5.80 ／定当
感染性胃腸炎 1.92 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 4.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　RSウイルス感染症の患者報告数は、県全体で高い水準で推移しており、特に、甲府市保健所管内では顕著です。新生児や６ヶ月以内の乳児、
先天性心疾患や肺に基礎疾患のある子どもが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が必要です。
　手足口病の患者報告数は、県全体でやや減少傾向ですが、富士・東部保健所管内では多い状況です。手足口病は、ウイルスの感染によって
口の中や、手足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心がけタオルの
共用は避けましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年11月04日作成2022年43週(10月24日～10月30日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 27 4 1 - 3 19

定当 1.13 0.50 0.25 - 0.60 3.80

累積 1 - 1 - - -

定当 3～1 0.04 - 0.25 - - -

累積 1 - 1 - - -

定当 8～4 0.04 - 0.25 - - -

累積 62 15 2 1 11 33

定当 20～12 2.58 1.88 0.50 0.50 2.20 6.60

累積 1 - - - 1 -

定当 2～1 1 0.04 - - - 0.20 -

累積 13 5 1 - 7 -

定当 5～2 0.54 0.63 0.25 - 1.40 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 5 1 2 - 1 1

定当 0.21 0.13 0.50 - 0.20 0.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 4 1 - … 3 -

定当 8～4 0.44 0.33 - … 1.50 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年44週(10月31日～11月06日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.58 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 6.60 ／定当
ＲＳウイルス感染症 1.13 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 3.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年11月10日作成2022年44週(10月31日～11月06日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　RSウイルス感染症の報告数はやや減少傾向ですが、甲府市保健所管内では依然としてやや高い水準で推移しています。RSウイルス感染症
は、新生児や６ヶ月以内の乳児、先天性心疾患や肺に基礎疾患のある子どもが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすこと
があり、注意が必要です。
　感染性胃腸炎は、甲府市保健所管内でやや多い報告数となっています。感染性胃腸炎の患者報告数が増加する時期です。食品の十分な加熱
調理や、こまめな手洗いを心がけましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 43 8 3 - 4 28

定当 1.79 1.00 0.75 - 0.80 5.60

累積 4 - - - 4 -

定当 3～1 0.17 - - - 0.80 -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 48 14 3 - 5 26

定当 20～12 2.00 1.75 0.75 - 1.00 5.20

累積 1 1 - - - -

定当 2～1 1 0.04 0.13 - - - -

累積 12 1 1 - 10 -

定当 5～2 0.50 0.13 0.25 - 2.00 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 - - - 2 2

定当 0.17 - - - 0.40 0.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 1 - - - 1 -

定当 6～2 3 0.04 - - - 0.20 -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 1 - … - -

定当 8～4 0.11 0.33 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年45週(11月07日～11月13日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.00 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.20 ／定当
ＲＳウイルス感染症 1.79 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 5.60 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　RSウイルス感染症の患者報告数は、県全体で高い水準で推移しており、特に、甲府市保健所管内では顕著です。新生児や６ヶ月以内の乳児、先天性心疾患や
肺に基礎疾患のある子どもが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が必要です。
　手足口病の患者報告数は、県全体で減少傾向ですが、富士・東部保健所管内ではやや多い状況です。手足口病は、ウイルスの感染によって口の中や、手足な
どに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心がけタオルの共用は避けましょう。
　感染性胃腸炎は、甲府市保健所管内でやや多い報告数となっています。これからの時期は、感染性胃腸炎の患者報告数の増加が見込まれます。食品の十分
な加熱調理や、こまめな手洗いを心がけましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使って、口や
鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年11月17日作成2022年45週(11月07日～11月13日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1 1 - - - -

定当 30～10 10 0.02 0.08 - - - -

累積 38 12 2 - 3 21

定当 1.58 1.50 0.50 - 0.60 4.20

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 51 14 - - 18 19

定当 20～12 2.13 1.75 - - 3.60 3.80

累積 3 1 - - - 2

定当 2～1 1 0.13 0.13 - - - 0.40

累積 4 - - - 4 -

定当 5～2 0.17 - - - 0.80 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 9 1 1 - 4 3

定当 0.38 0.13 0.25 - 0.80 0.60

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 - - - … - -

定当 8～4 - - - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年46週(11月14日～11月20日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.13 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 3.80 ／定当
ＲＳウイルス感染症 1.58 ／定当 ＲＳウイルス感染症 甲府市 4.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　RSウイルス感染症の報告数は依然としてやや高い水準で推移しています。RSウイルス感染症は、新生児や６ヶ月以内の乳児、先天性心疾患
や肺に基礎疾患のある子どもが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が必要です。
　今シーズン2例目となるインフルエンザの報告が、中北保健所管内でありました。今後の推移に注意が必要です。
　感染性胃腸炎の患者報告数は横ばい状況ですが、今後は増加する時期となります。食品の十分な加熱調理や、こまめな手洗いを心がけましょ
う。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年11月26日作成2022年46週(11月14日～11月20日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 - - - - - -

定当 30～10 10 - - - - - -

累積 22 1 1 - 7 13

定当 0.92 0.13 0.25 - 1.40 2.60

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 48 2 1 - 20 25

定当 20～12 2.00 0.25 0.25 - 4.00 5.00

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 6 - - - 6 -

定当 5～2 0.25 - - - 1.20 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 5 - 1 - 2 2

定当 0.21 - 0.25 - 0.40 0.40

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 1 - … - -

定当 8～4 0.11 0.33 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年47週(11月21日～11月27日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.00 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 5.00 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　RSウイルス感染症の報告数はやや減少傾向ですが、依然として高い水準で推移しています。RSウイルス感染症は、新生児や６ヶ月以内の乳児、先天
性心疾患や肺に基礎疾患のある子どもが罹患すると、肺炎や細気管支炎など重篤な病態を引き起こすことがあり、注意が必要です。
　感染性胃腸炎の報告数は横ばいで推移していますが、これからの時期、報告数の増加が見込まれます。感染予防のため、食品の十分な加熱調理
や、こまめな手洗いを心がけましょう。
　手足口病の報告数は横ばいで推移していますが、富士・東部保健所管内ではやや多い状況です。手足口病は、ウイルスの感染によって口の中や、手
足などに水疱性の発疹が出る感染症で、子どもを中心に、主に夏に流行します。感染予防のため、十分な手洗いを心がけタオルの共用は避けましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側などを使っ
て、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年12月01日作成2022年47週(11月21日～11月27日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 1 - - - 1 -

定当 30～10 10 0.02 - - - 0.11 -

累積 11 3 1 - 1 6

定当 0.46 0.38 0.25 - 0.20 1.20

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 1 1 - - - -

定当 8～4 0.04 0.13 - - - -

累積 67 6 1 2 19 39

定当 20～12 2.79 0.75 0.25 1.00 3.80 7.80

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 7 - - - 7 -

定当 5～2 0.29 - - - 1.40 -

累積 1 - - - - 1

定当 2～1 0.04 - - - - 0.20

累積 4 1 - - 2 1

定当 0.17 0.13 - - 0.40 0.20

累積 1 1 - - - -

定当 6～2 0.04 0.13 - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 1 - … - -

定当 8～4 0.11 0.33 - … - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年48週(11月28日～12月04日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.79 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 7.80 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年12月08日作成2022年48週(11月28日～12月04日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　感染性胃腸炎の報告数は横ばいで推移していますが、甲府市保健所管内ではやや多い報告数となっています。これからの時期、感染性胃腸
炎報告数の増加が見込まれます。感染予防のため、食品の十分な加熱調理や、こまめな手洗いを心がけましょう。
　今シーズン県内3例目となるインフルエンザの報告が、富士・東部保健所管内でありました。今後の推移に注意が必要です。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 3 - - - 1 2

定当 30～10 10 0.07 - - - 0.11 0.22

累積 19 5 - - - 14

定当 0.79 0.63 - - - 2.80

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 65 10 1 2 26 26

定当 20～12 2.71 1.25 0.25 1.00 5.20 5.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 5 5 - - - -

定当 5～2 0.21 0.63 - - - -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 10 2 1 - 2 5

定当 0.42 0.25 0.25 - 0.40 1.00

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 2 - … - -

定当 8～4 0.22 0.67 - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年49週(12月05日～12月11日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.71 ／定当 感染性胃腸炎 富士・東部 5.20 ／定当

甲府市 5.20 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年12月15日作成2022年49週(12月05日～12月11日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　インフルエンザの報告が、富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内でありました。県内での報告は２週続いており、今後の推移に注意が必要
です。
　感染性胃腸炎の報告数は横ばいで推移していますが、これからの時期、報告数の増加が見込まれます。県内では今シーズン初の施設内集団
感染も確認されております。感染予防のため、食品の十分な加熱調理や、こまめな手洗いを心がけましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 20 11 - - 3 6

定当 30～10 10 0.49 0.85 - - 0.33 0.67

累積 12 1 1 - 2 8

定当 0.50 0.13 0.25 - 0.40 1.60

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 68 6 4 - 23 35

定当 20～12 2.83 0.75 1.00 - 4.60 7.00

累積 2 1 - - 1 -

定当 2～1 1 0.08 0.13 - - 0.20 -

累積 10 9 - - 1 -

定当 5～2 0.42 1.13 - - 0.20 -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.04 - - - - 0.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 - - - … - -

定当 8～4 - - - … - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年50週(12月12日～12月18日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.83 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 7.00 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年12月22日作成2022年50週(12月12日～12月18日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

　インフルエンザは、やや増加傾向となっており、中北保健所管内、富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内で報告がありました。県内での報
告は3週続いており、今後の推移に注意が必要です。
　感染性胃腸炎の報告数は横ばいで推移していますが、甲府市保健所管内ではやや多い報告数となっています。これからの時期、感染性胃腸
炎報告数の増加が見込まれます。感染予防のため、食品の十分な加熱調理や、こまめな手洗いを心がけましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 59 28 4 - 7 20

定当 30～10 10 1.44 2.15 0.57 - 0.78 2.22

累積 13 6 1 - 2 4

定当 0.54 0.75 0.25 - 0.40 0.80

累積 1 - - - 1 -

定当 3～1 0.04 - - - 0.20 -

累積 - - - - - -

定当 8～4 - - - - - -

累積 85 18 - 1 22 44

定当 20～12 3.54 2.25 - 0.50 4.40 8.80

累積 1 1 - - - -

定当 2～1 1 0.04 0.13 - - - -

累積 4 4 - - - -

定当 5～2 0.17 0.50 - - - -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 3 - - - - 3

定当 0.13 - - - - 0.60

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 1 - - … - 1

定当 8～4 0.11 - - … - 0.50

累積 1 - - - - 1

定当 0.10 - - - - 0.50

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年51週(12月19日～12月25日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 3.54 ／定当 感染性胃腸炎 甲府市 8.80 ／定当
インフルエンザ 1.44 ／定当 インフルエンザ 甲府市 2.22 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザは、やや増加傾向となっており、中北保健所管内、峡東保健所管内、富士・東部保健所管内、甲府市保健所管内で患
者報告がありました。県内ではインフルエンザの流行期に⼊り、今後の推移に注意が必要です。
　感染性胃腸炎の報告数もやや増加しており、甲府市保健所管内でやや多い報告数となっています。これからの時期、感染性胃腸炎報
告数の増加が見込まれます。感染予防のため、⻝品の十分な加熱調理や、こまめな手洗いを心がけましょう。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカ
チ、袖・肘の内側などを使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。
　また、年末年始に海外旅行の予定がある方は、厚生労働省や検疫所のホームページで現地の流行状況を確認し、海外での感染症予防
に備えましょう。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2022年12月29日作成2022年51週(12月19日～12月25日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎



感染症発生動向調査週報 定点把握対象疾病

山梨県感染症情報センター

警報レベル
（開始～終息）

注意報レベル 中北 峡東 峡南 富士・東部 甲府市

累積 93 39 11 1 12 30

定当 30～10 10 2.27 3.00 1.57 0.33 1.33 3.33

累積 16 8 2 - - 6

定当 0.67 1.00 0.50 - - 1.20

累積 - - - - - -

定当 3～1 - - - - - -

累積 1 - 1 - - -

定当 8～4 0.04 - 0.25 - - -

累積 61 18 1 - 26 16

定当 20～12 2.54 2.25 0.25 - 5.20 3.20

累積 - - - - - -

定当 2～1 1 - - - - - -

累積 2 2 - - - -

定当 5～2 0.08 0.25 - - - -

累積 - - - - - -

定当 2～1 - - - - - -

累積 4 - 2 - 1 1

定当 0.17 - 0.50 - 0.20 0.20

累積 - - - - - -

定当 6～2 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 6～2 3 - - - - - -

累積 - - - … - -

定当 1～0.1 - - - … - -

累積 2 - - … 2 -

定当 8～4 0.22 - - … 1.00 -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

累積 - - - - - -

定当 - - - - - -

2022年52週(12月26日～01月01日)コメント

○山梨県集計で報告が多い疾病順（定当1.0以上） ○左記疾病で報告が多い保健所
感染性胃腸炎 2.54 ／定当 感染性胃腸炎 富士・東部 5.20 ／定当
インフルエンザ 2.27 ／定当 インフルエンザ 甲府市 3.33 ／定当

　※定当：定点医療機関当たりの患者報告数

　インフルエンザの報告数はやや増加しており、全ての保健所管内で報告がありました。県内では前週からインフルエンザの流行期に入ってお
り、今後の推移に注意が必要です。
　これからの時期、感染性胃腸炎報告数の増加が見込まれます。感染予防のため、食品の十分な加熱調理や、こまめな手洗いを心がけましょ
う。
　感染症を予防するため、マスクの着用、手洗い、うがい、咳エチケット（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側など
を使って、口や鼻をおさえる）の徹底及びタオルの共用や人混み、患者との濃厚接触を避けましょう。
　年末年始に海外へ渡航され、帰国後に発熱や下痢などの症状が出た方は、病院受診の際に渡航歴を必ず伝えて下さい。詳しくは、山梨感染症
ポータルサイトトップページから厚生労働省や検疫所のホームページを参考にしてください。

【警報】なし
【注意報】なし

水痘

手足口病

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

細菌性髄膜炎

山梨県

基準値

インフルエンザ

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

突発性発しん

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

保健所

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

感染性胃腸炎

2023年01月06日作成2022年52週(12月26日～01月01日)

伝染性紅斑

無菌性髄膜炎


